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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成23年10月20日(2011.10.20)

【公開番号】特開2010-60999(P2010-60999A)
【公開日】平成22年3月18日(2010.3.18)
【年通号数】公開・登録公報2010-011
【出願番号】特願2008-228322(P2008-228322)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ  15/00    ３０３　
   Ｇ０３Ｇ  15/06    １０１　

【手続補正書】
【提出日】平成23年9月5日(2011.9.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　像担持体に形成された潜像を現像するために現像剤を担持する現像剤担持体と、
　前記現像剤担持体に担持された現像剤の量を規制する現像剤規制部材と、
　前記現像剤担持体と前記現像剤規制部材との間に、値が異なる複数の直流電圧を印加可
能な電圧印加手段と、
　前記電圧印加手段が前記複数の直流電圧を印加した時に前記現像剤規制部材に流れる、
値が異なる複数の直流電流を検知可能な電流検知手段と、
を有しており、
　前記潜像を現像する前であって前記電圧印加手段が前記複数の直流電圧を印加した時に
、前記電流検知手段によって検知された直流電流が極小値であるときの直流電圧値をＶｂ
ｍｉｎとして、
　前記潜像を現像する時に前記電圧印加手段が印加する直流電圧値をＶｂとした場合に、
｜Ｖｂ｜＞｜Ｖｂｍｉｎ｜
を満たすようにＶｂを設定することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　｜Ｖｂ｜＞｜Ｖｂｍｉｎ｜＋２０Ｖ
を満たすようにＶｂを設定することを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記潜像を現像する時に前記電圧印加手段が印加する直流電圧値がＶｂである時に、前
記電流検知手段が検知した直流電流の値をＩｂ（Ｖｂ）として、その直流電流の値の変動
幅をΔＩｂ（Ｖｂ）とした場合、
｜ΔＩｂ（Ｖｂ）｜≦１０×｜ΔＩｂ（Ｖｂｍｉｎ）｜
を満たすようにＶｂを設定することを特徴とする請求項１又は２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　像担持体に形成された潜像を現像するために現像剤を担持する現像剤担持体と、
　前記現像剤担持体に担持された現像剤の量を規制する現像剤規制部材と、
　前記現像剤担持体と前記現像剤規制部材との間に、値が異なる複数の直流電圧を印加可



(2) JP 2010-60999 A5 2011.10.20

能な電圧印加手段と、
　前記電圧印加手段が前記複数の直流電圧を印加した時に前記現像剤規制部材に流れる、
値が異なる複数の直流電流を検知する電流検知手段と、
を有しており、
　前記潜像を現像する前であって前記電圧印加手段が前記複数の直流電圧を印加した時に
、前記電流検知手段によって検知された、前記複数の直流電流の極小値と極大値の差分を
Ｄとして、
　前記潜像を現像する時に前記電圧印加手段が印加する直流電圧値をＶｂとした場合に、
Ｄに基づいてＶｂを設定することを特徴とする画像形成装置。
【請求項５】
　Ｄが小さいほど｜Ｖｂ｜を大きくすることを特徴とする請求項４に記載の画像形成装置
。
【請求項６】
　像担持体に形成された潜像を現像するために現像剤を担持する現像剤担持体と、
　前記現像剤担持体に担持された現像剤の量を規制する現像剤規制部材と、
　前記現像剤担持体と前記現像剤規制部材との間に、値が異なる複数の直流電圧を印加す
る電圧印加手段と、
　前記電圧印加手段が前記複数の直流電圧を印加した時に前記現像剤規制部材に流れる、
値が異なる複数の直流電流を検知する電流検知手段と、
を有しており、
　前記潜像を現像する前であって前記電圧印加手段が前記複数の直流電圧を印加した時に
、前記電流検知手段によって前記複数の直流電流の極小値及び極大値が検知され、前記極
小値である時に前記電圧印加手段が印加した直流電圧値と、前記極大値である時に前記電
圧印加手段が印加した直流電圧値と、の差分をＶｓとして、
　前記潜像を現像する時に前記電圧印加手段が印加する直流電圧値をＶｂとした場合に、
Ｖｓに基づいてＶｂを設定することを特徴とする画像形成装置。
【請求項７】
　Ｖｓが大きいほど｜Ｖｂ｜を大きくすることを特徴とする請求項６に記載の画像形成装
置。
【請求項８】
　像担持体に形成された潜像を現像するために現像剤を担持する現像剤担持体と、
　前記現像剤担持体に担持された現像剤の量を規制する現像剤規制部材と、
　前記現像剤担持体と前記現像剤規制部材との間に、値が異なる複数の直流電圧を印加す
る電圧印加手段と、
　前記電圧印加手段が前記複数の直流電圧を印加した時に前記現像剤規制部材に流れる、
値が異なる複数の直流電流を検知する電流検知手段と、
を有しており、
　前記潜像を現像する前であって前記電圧印加手段が前記複数の直流電圧を印加した時に
、前記電流検知手段が前記複数の直流電流を検知し、前記複数の直流電流の極小値と極大
値との差分をＤとして、
　前記極小値である時に前記電圧印加手段が印加した直流電圧値と、前記極大値である時
に前記電圧印加手段が印加した直流電圧値と、の差分をＶｓとして、
　前記潜像を現像する時に前記電圧印加手段が印加する直流電圧値をＶｂとした場合に、
Ｖｓ／Ｄ（＝Ｈ）に基づいて前記Ｖｂを設定することを特徴とする画像形成装置。
【請求項９】
　Ｈが大きいほど｜Ｖｂ｜を大きくすることを特徴とする請求項８に記載の画像形成装置
。
【請求項１０】
　像担持体に形成された潜像を現像するために現像剤を担持する現像剤担持体と、
　前記現像剤担持体に担持された現像剤の量を規制する現像剤規制部材と、
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　前記現像剤担持体と前記現像剤規制部材との間に、値が異なる複数の直流電圧を印加可
能な電圧印加手段と、
　前記電圧印加手段が前記複数の直流電圧を印加した時に前記現像剤規制部材に流れる、
値が異なる複数の直流電流を検知する電流検知手段と、
　前記電流検知手段に検知された前記複数の直流電流に基づいて、前記現像剤担持体と前
記現像剤規制部材との間の現像剤の状態に関連する情報を報知する報知手段と、
を有することを特徴とする画像形成装置。
【請求項１１】
　前記複数の直流電流の極大値と極小値の差分をＤとした場合に、
Ｄに基づいて前記情報を報知することを特徴とする請求項１０に記載の画像形成装置。
【請求項１２】
　前記複数の直流電流が極大値である時に前記電流検知手段が検知した直流電圧値と、前
記複数の直流電流が極小値である時に前記電流検知手段が検知した直流電圧値と、の差分
をＶｓとした場合に、
　Ｖｓに基づいて前記情報を報知することを特徴とする請求項１０に記載の画像形成装置
。
【請求項１３】
　前記複数の直流電流の極大値と極小値の差分をＤとして、
　前記極大値の時に前記電流検知手段が検知した直流電圧値と、前記極小値の時に前記電
流検知手段が検知した直流電圧値と、の差分をＶｓとした場合に、
　Ｖｓ／Ｄ（＝Ｈ）に基づいて前記情報を報知することを特徴とする請求項１０に記載の
画像形成装置。
【請求項１４】
　前記情報は、前記現像剤の劣化に関して警告する警告情報であることを特徴とする請求
項１０乃至１３のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項１５】
　像担持体に形成された潜像を現像するために現像剤を担持する現像剤担持体と、
　前記現像剤担持体に担持された現像剤の量を規制する現像剤規制部材と、
　前記現像剤担持体へ供給するための現像剤を収納する現像剤収納部と、
　前記現像剤収納部へ補給するための現像剤を収納する現像剤補給部と、
　前記現像剤担持体と前記現像剤規制部材との間に、値が異なる複数の直流電圧を印加可
能な電圧印加手段と、
　前記電圧印加手段が前記複数の直流電圧を印加した時に前記現像剤規制部材に流れる、
値が異なる複数の直流電流を検知する電流検知手段と、
　前記電流検知手段に検知された前記複数の直流電流に基づいて、前記現像剤補給部から
前記現像剤収納部への現像剤の補給を制御する補給制御手段と、
を有することを特徴とする画像形成装置。
【請求項１６】
　前記複数の直流電流の極大値と極小値の差分をＤとした場合に、
　Ｄに基づいて現像剤の補給を制御することを特徴とする請求項１５に記載の画像形成装
置。
【請求項１７】
　前記複数の直流電流が極大値である時に前記電流検知手段が検知した直流電圧値と、前
記複数の直流電流が極小値である時に前記電流検知手段が検知した直流電圧値と、の差分
をＶｓとした場合に、
　Ｖｓに基づいて現像剤の補給を制御することを特徴とする請求項１５に記載の画像形成
装置。
【請求項１８】
　前記複数の直流電流の極大値と極小値の差分をＤとして、
　前記極大値の時に前記電流検知手段が検知した直流電圧値と、前記極小値の時に前記電
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流検知手段が検知した直流電圧値と、の差分をＶｓとした場合に、
　Ｖｓ／Ｄ（＝Ｈ）に基づいて現像剤の補給を制御することを特徴とする請求項１５に記
載の画像形成装置。
【請求項１９】
　像担持体に形成された潜像を現像するために現像剤を担持する現像剤担持体と、
　前記現像剤担持体に担持された現像剤の量を規制する現像剤規制部材と、
　前記現像剤担持体と前記現像剤規制部材との間に、値が異なる複数の直流電圧を印加可
能な電圧印加手段と、
　前記電圧印加手段が前記複数の直流電圧を印加した時に前記現像剤規制部材に流れる、
値が異なる複数の直流電流を検知する電流検知手段と、
　前記電流検知手段に検知された前記複数の直流電流に基づいて、前記現像剤担持体と前
記現像剤規制部材との間の現像剤の状態に関連する情報を報知する報知手段と、
を有することを特徴とする画像形成システム。
【請求項２０】
　前記複数の直流電流の極大値と極小値の差分をＤとした場合に、
　Ｄに基づいて前記情報を報知することを特徴とする請求項１９に記載の画像形成システ
ム。
【請求項２１】
　前記複数の直流電流が極大値である時に前記電流検知手段が検知した直流電圧値と、前
記複数の直流電流が極小値である時に前記電流検知手段が検知した直流電圧値と、の差分
をＶｓとした場合に、
　Ｖｓに基づいて前記情報を報知することを特徴とする請求項１９に記載の画像形成シス
テム。
【請求項２２】
　前記複数の直流電流の極大値と極小値の差分をＤとして、
　前記極大値の時に前記電流検知手段が検知した直流電圧値と、前記極小値の時に前記電
流検知手段が検知した直流電圧値と、の差分をＶｓとした場合に、
Ｖｓ／Ｄ（＝Ｈ）に基づいて前記情報を報知することを特徴とする請求項１９に記載の画
像形成システム。
【請求項２３】
　前記情報は、前記現像剤の劣化に関して警告する警告情報であることを特徴とする請求
項１９乃至２２のいずれか１項に記載の画像形成システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】画像形成装置及び画像形成システム
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は画像形成装置及び画像形成システムに関するものである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００６７】
　本実施例では、現像装置に関する報知（警告・停止）を行う報知手段Ｕは、装置本体に
設けられている（図３参照）が、ネットワークを通じてＰＣに報知手段を表示させても良
い（即ち、画像形成システムでも良い）。
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